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令和 5 年度 保育サポーター研修会令和 5 年度 保育サポーター研修会
と　き　令和 6 年 3 月 3 日（日）10：00 ～と　き　令和 6 年 3 月 3 日（日）10：00 ～

ところ　山口県医師会 6 階　会議室ところ　山口県医師会 6 階　会議室

[ 報告：常任理事　長谷川奈津江 ]

講演
「子どもの目と発達と病気」

　　～大切な子供の目を守るために～
なかの眼科クリニック　中野　朋子

　講演者の中野朋子 先生は、私の同級生であり
同門である。学生時代から優秀で明朗快活である
彼女は、現在も仕事ばかりではなく、新聞への投
稿、温泉巡り、昆虫飼育、写真、絵手紙、NHK
山口放送局への投稿と非常に多彩な趣味の持ち
主であり、最近ではそれらが止揚された絵日記カ
レンダーが、人気 TV 番組『チコちゃんに叱られ
る』で紹介されたことは、記憶に新しい。
　今回、医師家庭の育児を支援してくださる保育
サポーターの研修会では、子どもの眼について発
達から病気まで広範なテーマで中野朋子 先生に
講演いただいた。子どものそばにいる大人がどの
ようなことに気を付ければいいのか、具体的でわ

かりやすい話に、サポーターの皆様も大変熱心に
メモを取る様子で充実した研修会であった。
　講演の最後の、「子育てにも『ネガティブ・ケ
イパビリティー』が必要では」というくだりでは、
参加者が大きく頷きながら聞き入る会場全体の集
中した雰囲気が印象的であった。
　この講演はサポーターの皆様の研修を目的とし
ているが、主催者である私たち男女共同参画部会
にとっても、子育てと仕事を両立する医師を助け
たいというサポーターの真摯な気持ちを改めて認
識できた、貴重な機会であった。
　保育サポーターの皆様に感謝申し上げます。
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